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大
隅
地
域
保
健
医
療
協
議
会
を
開
催

　

協
議
会
で
は
、
出
席
者
か

ら
「
助
産
師
Ｏ
Ｂ
や
看
護
師
な

ど
が
子
育
て
の
相
談
相
手
と
な

る
場
所
を
設
置
し
て
み
て
は
ど

う
か
」「
昼
間
に
受
診
で
き
る

よ
う
企
業
な
ど
の
協
力
が
必
要

で
あ
る
」「
夜
間
・
救
急
医
療

制
度
の
実
情
に
つ
い
て
徹
底
し

た
広
報
活
動
を
行
う
必
要
が
あ

る
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
夜
間
・
休
日
救
急

医
療
制
度
の
存
続
に
向
け
て
、

同
協
議
会
及
び
同
協
議
会
内
に

設
置
さ
れ
た
幹
事
会
に
お
い

て
、協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
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８
月
８
日
、
崩
壊
の
危
機
に

あ
る
夜
間
・
休
日
救
急
医
療
制

度
に
つ
い
て
考
え
る
「
第
１
回

大
隅
地
域
保
健
医
療
協
議
会
」

が
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
隅
地
域
の
２
市（
鹿
屋
市
・

垂
水
市
）
５
町
（
大
崎
町
・
東

串
良
町
・
南
大
隅
町
・
錦
江
町
・

肝
付
町
）
の
首
長
、４
医
師
会
、

各
医
療
機
関
、
住
民
代
表
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
同
協
議
会
（
委

員
38
人
）
は
、
市
内
外
か
ら
の

救
急
患
者
以
外
の
受
診
者
の
増

加
に
よ
っ
て
、
医
師
へ
の
負
担

が
限
界
を
超
え
、
こ
の
制
度
の

存
続
が
崩
壊
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
こ

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
発
足

し
ま
し
た
。

　鹿屋市の夜間・休日救急
医療制度とは、鹿屋市医師
会と鹿屋医療センターが連
携を図りながら、時間外の
救急患者に迅速に対応する
ため、軽症患者は地域医療
機関が担当し、重症患者は
医療センターが担当する制
度です。
　しかし、市内外からの救
急患者以外の受診者の増加
により、現在、この制度が
崩壊の危機にあります。

　

夜
間
・
休
日
救
急
医
療
制
度
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
守
る
た
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

夜間・休日救急医療制度の存続に向けて開催された大隅地域保健医療協議会

協議会では、崩壊の危機にある夜間・休日救急医療制度について活発な意見が出されました

夜間・休日救急
医療制度とは

　

平
和
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
旧
串
良
町
議
会
が

昭
和
61
年
12
月
議
会
に
、
旧
鹿

屋
市
議
会
が
平
成
６
年
３
月
議

会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
和

都
市
宣
言
を
決
議
し
、
旧
鹿
屋

市
で
は
毎
年
８
月
に
「
戦
争
の

な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
を
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ

た
懸
垂
幕
の
掲
揚
や
屋
外
看
板

の
設
置
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
合
併
後
で
は
、
新
鹿
屋

市
議
会
が
平
成
18
年
６
月
議
会

に
お
い
て
「
非
核
・
平
和
宣
言

決
議
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し

て
い
ま
す
。

　

鹿
屋
市
は
、
こ
う
し
た
こ
れ

ま
で
の
経
過
等
を
踏
ま
え
、
戦

争
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現

を
目
指
し
て
平
和
都
市
宣
言
を

行
い
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
、

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
懸
垂
幕
の
掲
揚
と
屋
外
看
板

の
設
置
を
行
う
と
と
も
に
、「
リ

ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
」
で
原
爆
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
。（
８

月
６
日
〜
15
日
ま
で
）

　

パ
ネ
ル
展
に
つ
い
て
は
、
開

催
期
間
中
、
若
者
や
親
子
連

れ
か
ら
、
戦
争
を
体
験
し
た

高
齢
者
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
年

代
の
人
た
ち
が
市
内
外
か
ら

１
，
２
０
０
人
以
上
来
場
し
、

「 

写
真
や
絵
は
と
て
も
怖
か
っ

た
。
原
爆
の
こ
と
は
知
っ
て
い

た
が
、
深
く
は
知
ら
な
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
原
爆
の
こ
と

を
た
く
さ
ん
知
り
た
い
」（
10

代
、
女
性
）、「
広
島
や
長
崎
で

お
き
た
戦
争
の
記
録
を
語
り
続

け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
平
和

が
一
番
の
幸
せ
で
す
」（
20
代
、

男
性
）、「
戦
争
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
多
く
の
人
に
見
て
も
ら

え
る
よ
う
、
毎
年
開
催
し
て
ほ

し
い
」（
20
代
、
女
性
）、「
も
っ

と
多
く
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し

て
ほ
し
い
」（
50
代
、
男
性
）、

「
8
歳
の
時
、
広
島
で
原
爆
の

雲
を
見
ま
し
た
。
今
で
も
は
っ

き
り
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

思
い
は
二
度
と
し
な
い
よ
う
に

祈
り
た
い
で
す
」（
70
代
、女
性
）

な
ど
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
感
想

を
多
数
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
パ
ネ
ル
展

の
開
催
な
ど
平
和
に
関
す
る
各

種
の
取
組
み
を
通
じ
、
平
和
の

尊
さ
に
つ
い
て
周
知
・
啓
発
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】 
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原爆パネル展会場では、原爆や戦争の悲惨さについて
お母さんが子供に説明する光景が多数見られました。

平
成
19
年
８
月
、
鹿
屋
市
は

  

平
和
な
世
界
の
実
現
を
目
指
し
て

    「
平
和
都
市
宣
言
」を
行
い
ま
し
た

パネル展には1,200人以上が来場

市
庁
舎
に
掲
揚
し
た
懸
垂
幕

戦争のない平和な世界
の実現を願って、屋外
看板と懸垂幕を作成し、
市役所正面駐車場横・
庁舎に設置・掲揚しま
した。
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